
　　　　

2025 年 １ 月 25 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

・月1～2回の施設内研修実施。
・月1～2回のカンファレンス実施。

主な行事等
・季節の製作（ハロウィン、クリスマスなど）
・クッキング
・創作活動

・学校・児童館、子どもが通う医療機関等との情報連携や調整。
・児童が利用する障害児相談支援事業所や障害福祉サービス事業所、他の障害児通所支援事業所との生活支援や発達支援における連携

法人（事業所）理念
子どもの歩幅に合わせて、「まず一歩」を引き出す。
こどもに寄り添い、「あと一歩」を応援する。

・生活能力向上を目的とした感覚統合プログラム（ビジョントレーニング・リトミック等）。
・動画を活用した認知機能向上プログラム（数かぞえ、色さがし等）。
・特性に対する配慮（スケジュールボード、イヤーマフ等）。

・言葉を用いた運動プログラム（伝言ゲーム等）。
・教材・ロールプレイを用いたSSTプログラム（ルール理解、発表）。

・一人遊びから集団遊びの促し。
・自己の理解と感情コントロールの支援。
・集団参加の支援。

支援方針
「好き」「得意」をのばす。たくさん褒めて、正しい行動を学ぶ。
自己肯定感向上や生活能力の基盤を習得するため、楽しいプログラムを実施する。

営業時間 送迎実施の有無【登校日】10：00～19：00　【学休日】9：00～18：00

職員の質の向上

地域支援・地域連携

事業所名 IPPO ジュニア 作成日支援プログラム

家族支援
・子育てに関する相談援助。
・児童の発達上のニーズについての気付きの促しとその後の支援。
・家族のレスパイトの時間確保や預かりニーズに対応するための延長支援。

移行支援
・家族への情報提供や移行先の見学調整。
・進路や移行先の選択についての本人や家族への相談援助。

支　援　内　容

・手洗い・うがい、検温
・整理整頓・時間管理の支援。
・視覚支援掲示等の環境整備。

・座位姿勢、立位姿勢の支援。
・運動あそびを通じた体力向上のための粗大運動および運動スキル習得のための微細運動。

本
人
支
援


